
リニア中央新幹線騒音に係る環境基準の地域類型指定について 

飯田市環境課 

１．地域類型指定 

環境基本法に基づき、新幹線鉄道騒音につき生活環境を保全し、人の健康の保護に資するうえ

で維持することが望ましい騒音の基準（環境基準）が定められており、基準を当てはめる地域を

県が指定（告示）するもの。 

 国：騒音の基準を定める（類型Ⅰ:70dB以下、類型Ⅱ:75dB以下） 

 県：各類型を当てはめる地域を指定する 

 

２．県が指定する内容 

(1)類型指定の範囲 

・リニア中央新幹線の本線の中心線から両側の距離 

・トンネルの出入口からトンネル中央部方向に向かっての範囲 

    (2)類型を当てはめる地域 

 

３．類型指定の基準 

当てはめる地域の区分 地域類型 基準値 

主として住居の用に供される地域 

Ⅰ 70dB 以下 都市計画法の用途 低層住居専用地域、中高層住居専用地域、住居地域、準住居地域など 

用途地域以外 上記に相当する地域 

商工業の用に供される地域等Ⅰ以外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域 

Ⅱ 75dB 以下 都市計画法の用途 商業地域、工業地域など 

用途地域以外 類型Ⅰ指定地域以外の区域で住居がある地域 

都市計画法の用途 工業専用地域 
指定しない ― 

用途地域以外 河川区域、山林、原野、農用地等の住居がない地域 

 

４．これまでの経過 

R1年 5月 県知事から「基準の当てはめ方針」について長野県環境審議会へ諮問  

→ R1年 6月～R2年 2月 県環境審議会リニア中央新幹線騒音専門委員会で検討  

→ R1年 12月 県民意見の募集（1ヶ月間）→ R2年 3月 県環境審議会から県知事に答申 

 

 

環境基準と規制基準 

環境基本法（H5.11施行※）            ※従前は｢公害対策基本法｣で規定したが環境基本法が成立し廃止 

  ―環境基準（法 16条 1項）……維持されることが望ましい基準〔行政上の政策目標〕 

                       ①大気 

                       ②水質 

                       ③土壌 

                       ④騒音→３種類のみ規定（航空機、新幹線、その他） 

 

 

 

 

 

  ―規制基準（規制の措置 基本法 21条）……具体的な公害等の発生源を規制する基準（個々の法律による） 

    ―騒音規制法〈対象は限定〉①特定工場等の騒音（規制法３条） 

                ②特定建設作業の騒音（規制法３条） 

                ③自動車騒音（規制法 16条） 

                ④深夜騒音等（規制法 28条）←…………これのみ条例等で規制･指導 

４分野のみに 
具体的数値あり 

（数値は政府が閣議決定） 

◎新幹線鉄道騒音にかかる環境基準について（S50.7.29環境庁告示第 46号(最終改正 H12.12.14告示 78号)） 

第１ 環境基準は… ・類型Ⅰ＝70dB以下 

                  ・類型Ⅱ＝75dB以下 とし… 

                （・指定なし） 

第２ 達成目標期間…開業時に直ちに(新設の場合) 

【類型指定】 

各類型を当てはめる具体的

な地域は知事が指定する 

（法 16条 2項 2号ロ） 

当てはめの処理基準

は政府が定める 

（地域の実情に合わせて） 

【地域の指定】 

用途地域をベースに、市長が

地域を指定しなくはならない 

（基本法 16条 2項 2号ロ） 

令和 2年 12月 16日リニア推進特別委員会協議会 
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